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研究分野：社会科学 
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修制度 教員養成史  
 
１． 研究計画の概要 

本研究の目的は、沖縄の一教師だった
伊波常雄(1931－2007)が 40 年以上にわ
たる教員生活の中で蓄積してきた教育
資料を中心に、他の教育史料の調査・整
理の成果、聞き取り等を援用することに
よって戦後沖縄の教育実態を解明しよ
うとするものである。4 年間の研究計画
は以下の通りである。 
 

（１） 資料整理とリストの発行 
    伊波常雄教育資料を整理し保存する

だけでなく、詳細細目を含めた資料リ
ストを発行することで、利用者の便宜
を図る。さらに一部マイクロ化によっ
て、貴重な資料の保存を図る。 

 
（２） 戦後沖縄、とりわけ占領初期の教育

実践の実態調査 
伊波資料を中心にしながら他の教育

史料を調査し、さらには同時代を生き
た同僚の証言等の聞き取りなどを通し
て、これまでの先行研究では不十分で
あった「実践」にフォーカスした占領
初期の教育の事態を明らかにする。 

 
（３） 教育実践と教師のライフサイクル研

究 
当時の教師たちの教員養成、教員研

修等のライフサイクル研究と史料の分
析結果を総合し、「子ども」の教育、文
化、生活にまで目配りすることによっ
て、戦後沖縄教育実践史論を構築する
ことを目指す。 

 

２．研究の進捗状況 

   研究課題に沿って、以下のように研究
は進捗している。 

 

（１）資料整理とリストの発行 

①資料リストを発行し、沖縄のみならず
国内外の主な研究機関、図書館などに
情報提供した。 

②とりわけ貴重な資料はマイクロ化し、
保存を図った。 

③マイクロ化した資料については紙媒
体に製本し、さらなる利用の便宜を図
った。 

 
（２）戦後沖縄、とりわけ占領初期の教育実

践の実態調査 

①豊濱氏や新里氏など、伊波常雄の元同
僚の教員へ聞き取りを行い、資料の裏
付けを図るとともに、当時の教育現場
の抱えていた問題を明らかにした。 

②伊波の残した日記、当時の学級日誌、
児童の学習帳などを詳細に検討し、お
もに1950年代における沖縄の教育実
践の実態と課題について明らかにし
た。 

③おもに1950年代の沖縄の教員養成・研
修について中堅層教員、青年教員との
かかわりを中心にまとめた。 

④復帰前の平和教育実践については、
新・旧教員間に意識の格差があること
を教員としての自己形成史の過程か
ら明らかにし、まとめた。 
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（３）教育実践と教師のライフサイクル研究 

  上記の課題については定期的に開
催している研究会で報告を行ってお
り、共通理解が深まってきている。ま
たそれらを基礎データとしつつ、（３）
は最終年度の課題と設定して取り組
んでいる。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
段ボール箱約100箱分にも及ぶ伊波教

育資料はすでに整理のうえ細目リスト
を発行し、各機関への周知、情報提供を
行い、資料そのものは専用の保存箱に収
納して利用に供している。またとりわけ
劣化の激しい資料についてはマイクロ
化し、長期利用と保存に向けての対策を
講じた。 
さらに内容研究に関しても研究成果

の発表、論文へのまとめ等順調に進んで
おり、現在はシンポジウムと資料展示開
催に向けての準備が着実に進んでいる。 

 
４．今後の研究の推進方策 

    今年度は研究の総まとめの年となるの
で、以下の項目についての達成を目指し
ている。 

 
（１）資料リストについて 

すでに発行した資料リストに漏れが
ないかどうかの最終チェックを行い、リ
ストの精度を高めるとともに、その情報
はキーワード検索のできるようにＣＤ
－ＲＯＭ化し、各研究機関に配布する。 

   
（２）資料展示会、シンポジウム等の開催 

8 月末に資料の保存先でもあるうる
ま市歴史民俗資料館、うるま市教育委員
会との共催で伊波教育資料の展示会を
約 1カ月間にわたって行う。合わせて展
示期間中にギャラリートーク、シンポジ
ウムを開催し、広く市民に資料の周知と
研究成果の発表、情報交換を実施する予
定であり、現在研究チーム内で協議し計
画を進めている。 

 
  （３）研究成果のまとめ 
     各自がこの研究期間内に進めてきた

研究内容を原稿にまとめつつある。その
ための検討会も随時進めており、第一回
の原稿締め切りを8月末に設定し鋭意執
筆中である。その後編集員会の査読と修
正を経てまとめ上げ、来年度の科学研究
費補助金（研究成果公開促進費）に応募
する予定である。 

 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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